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１．はじめに 

 近年，全国各地で豪雨災害が頻発している．特に，

平成 30 年 7 月の西日本豪雨では河川の氾濫や浸水な

ど多くの被害が発生した．西日本豪雨では，ダムの放

流方法が被害拡大の一要因となったのではないかと議

論がされている．そんな中，富山県では現在，利賀ダ

ムの建設が庄川で進められている．富山県では洪水や

水循環の研究が多く行われているが，ダムの影響等に

ついての研究は少ない．洪水や水循環の研究では，下

坂ら 1)は既往最大規模降雨に基づくハイドログラフを

作成し，氾濫計算を行うことで，洪水が発生する災害

について検討した．また，非定常平面 2 次元流計算か

ら，避難所の危険度を評価した．松浦ら 2)は，水循環解

析を実施し，土地利用変化と気候変動に伴う水循環の

影響を検討し，水資源賦存量を評価した． 

しかしながらダムの影響に関する研究は少ないこと

から，本研究ではダムの有無が洪水に対し，どのよう

な効果をもたらすのか影響評価を行うため，降雨流出

計算及び洪水氾濫解析を庄川で行う． 

 

２．対象地域 

 本研究では，富山県，岐阜県の西部を流れる庄川を

対象河川，河口から約 40 km に位置する利賀ダムを対

象ダムとする．庄川は，岐阜県の烏帽子岳(標高 1,625 

m)を水源とし，流域面積が 1,189 ｍの一級河川である．

また，土地利用は約 9 割が山地である．利賀ダムは，

有効貯水容量 26,400,000 ｍ3を有する． 

 

図 1 庄川流域およびその周辺の土地利用 

３．研究手法 

 降雨流出モデルを用い，表層土層厚や有効空隙率等

の数値をキャリブレーションすることで試行錯誤的に

実測値に合うモデルパラメータを決定し，流出計算を

行った．その後，洪水氾濫モデルを用いて，例えば既

往最大洪水，温暖化による豪雨，可能最大洪水が発生

した場合の洪水を計算し，被害状況を整理する． 

降雨流出モデルは呉ら 3)の土壌・地形特性に基づく

降雨流出計算手法を適用する．表面流を式(1)，中間流

を式(2)，表面流から中間流への鉛直浸透流を式(3)，湛

水深を式(4)を用い算出し，河道部の洪水追跡には 1 次

元不定流計算を用いる． 

 

ここに，q0：鉛直浸透流(mm/h)， qs：表面流に関する

流出高(mm/h)， q*：中間流に関する流出高(mm/h)，hs：

湛水深(mm)， ks：飽和透水係数(cm/s)，hk：浸潤線での

毛管不圧(cm)， a0,as,βs,β：流出パラメータである． 

また，洪水氾濫計算は式(5)-(7)の２次元不定流計算

を行う.  
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凡例

平成18年_土地利用 （ラスタ）

土地利用種

その他の用地

その他の農用地

ゴルフ場

幹線交通用地

建物用地

森林

河川地及び湖沼

海水域

海浜

田

荒地
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ここに，τ：底面せん断応力(Pa)，p：𝑥方向流量フラッ

クス(m3 s⁄ )，q：方向流量フラックス(m3 s⁄ )，C：粗度係

数，ρw：水の密度(kg m3⁄ )，ζ：水位(m)，h：水深(m)，

g：重力加速度(m s2⁄ )である． 

 

４．計算結果 

上記モデルを用い降雨流出計算を行った．計算流量

と既往最大流量を観測した 2004 年台風 23 号時の流量

の比較結果を図 2 に示す． 

 

図 2 庄川(大門)のハイドロ・ハイエトグラフ 

キャリブレーションを行った結果，実測値に近いモデ

ルを決定することが出来た．しかし，立ち上がりや逓

減部に違いが見られる．これはキャリブレーションが

不十分な点と，庄川上流にある利水ダム群を考慮して

いないことが原因と推測される． 

 

表 1 庄川水系電力ダムの有効貯水容量 

  

 

図 3 庄川水系電力ダム郡 

５．まとめ 

庄川を対象とした降雨流出計算では，計算流量に

差異が見られた．したがって，今後は現在考慮して

いない庄川上流にある電力ダム群(図 3，表 1)を検討

し，再度キャリブレーションする必要がある．また，

外力としては，中規模出水，既往最大洪水，可能最

大洪水等が発生した場合の洪水氾濫計算を進める．

これにより，利賀ダムの有無が，洪水流量や洪水氾

濫浸水深に与える影響を評価することで，ダムの影

響を議論していく予定である． 
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